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春
の
訪
れ
を
前
に

生
涯
学

習
の
花

が
一
足
早
く
咲
き
競

い
ま
し
た
。
二
月
二
十
八
日
、

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た

春
い
ち
ば
ん

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
区
内
十
一
小
学
校
の
生

涯
学
習
ル
ー
ム
が
一
年
間
の
成

果
を
発
表
し
、
学
び
へ
の
意
欲

を
刺
激
し
合
い
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
と
港
区
生
涯
学
習
推
進

員
連
絡
会
が
主
催
。十
二
回
目
。

舞
台
で
は
生
涯
学
習
ル
ー
ム

を
中
心
に
、
福
祉
施
設
な
ど
も

加
わ
り
、
歌
や
民
踊
、
気
功
、

太
極
拳
、
紙
芝
居
、
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
、
居
合
道
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
演
目
が
次
々
と
登

場
。
半
数
近
く
を
占
め
た
コ
ー

ラ
ス
で
は
、
練
習
の
積
み
重
ね

が
感
じ
ら
れ
る
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
会
場
か
ら
手
拍
子
が
起

こ
り
、
会
場
が
一
体
感
に
包
ま

れ
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
室
な
ど
で
は
生
け
花
、

押
し
花
、
書
道
、
絵
手
紙
、
粘

土
、
陶
芸
、
色
鉛
筆
画
な
ど
の

作
品
展
示
が
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
八
幡
屋
小
生

涯
学
習
ル
ー
ム
の
担
当
者
は
粘

土
フ
ラ
ワ
ー
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
、
色
の
つ
い
た
樹
脂
粘
土

を
型
に
嵌は

め
て
花
び
ら
や
葉
を

作
り
、
そ
れ
ら
を
ボ
ン
ド
で
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
作
る
ん
で
す

な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

★
創
作
や
体
動
か
す
喜
び

ロ
ビ
ー
で
休
憩
し
て
い
た
碓う

す

井い

カ
ズ
エ
さ
ん

（
八
幡
屋
）

は

十
数
年
前
か
ら
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ち
ぎ
り

絵
、
平
成
十
八
年
か
ら
は
押
し

花
を
楽
し
み
、
今
日
は
出
品
も

し
て
い
ま
す
。
創
作
に
集
中
し

て
自
分
の
世
界
に
浸
れ
る
楽
し

さ
、
物
づ
く
り
を
通
じ
て
人
と

つ
な
が
り
が
で
き
る
歓
び
は
何

物
に
も
代
え
難が

た

い
で
す

。

出
演
を
終
え
て
お
茶
席
で
一

息
つ
い
て
い
た
の
は
市
岡
小
学

校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
民
踊
部
の

皆
さ
ん
。
代
表
の
森
美み

い

子こ

さ
ん

ら
は

音
楽
に
乗
っ
て
体
を
動

か
す
の
が
楽
し
く
、
健
康
に
も

い
い
で
す
。
民
踊
は

変
形

が
難
し
い
の
で
す
が
、
見
せ
所

で
も
あ
る
の
で
、
練
習
で
も
力

が
入
り
ま
す
。
今
日
の
出
来
？

そ
ら
百
点
で
す
（
笑
）

な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
幡
屋
小
生
涯
学
習
ル
ー
ム
の

粘
土
フ
ラ
ワ
ー
を
見
る
人
た
ち

生涯学習の 花 が咲き競った 春いち
ばんふれあいフェスティバル （写真は
三先小生涯学習ルームのコーラス）

ど
に
よ
る
物
理
的
な
力
で
は
で

き
な
い
微
妙
な
曲
げ
が
可
能
に

な
り
、
さ
ら
に
は
金
属
の
密
度

が
高
ま
っ
て
強
度
も
増
す
と
い

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
複
雑
で

強き
ょ

靭う
じ

なん

建
築
金
物
が
必
要
な
建

設
業
者
は
必
ず

火
造
り
で

と
指
定
し
て
く
る
の
で
す
。
高

速
道
路
や
橋
の
基
礎
な
ど
に
長

年
使
わ
れ
る
土
木
建
築
金
物
の

製
造
に
は
最
も
適
し
た
方
法
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◆
大
量
生
産
で
き
な
い
物

こ
の
技
術
に
よ
っ
て
造
り
出

さ
れ
る
金
物
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
か
。
ち
ょ
っ
と
挙
げ

て
も
ら
っ
た
だ
け
で
も
、
ア
イ

ボ
ル
ト
、
フ
ッ
ク
ボ
ル
ト
、
コ

型
ボ
ル
ト
、
山
型
ボ
ル
ト
、

型
ボ
ル
ト
、

型
ボ
ル
ト
、

ボ
ル
ト
、
羽は

子ご

板い
た

ボ
ル
ト
、

吊
り
フ
ッ
ク
、
ア
ン
グ
ル
フ
ッ

ク
、
特
殊
シ
ャ
ッ
ク
ル
、
特
殊

ア
ン
カ
ー
、特
殊
リ
ン
グ
等
々
。

実
物
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
な
る
ほ
ど
大
量
生
産
は
と

て
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
も

の
ば
か
り
で
し
た
。

◆
適
切
な
温
度
と
色
判
断

と
こ
ろ
で
こ
の

火
造
り

と
い
う
技
術
。
誰
で
も
簡
単
に

習
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
金
属
を
こ
う
曲

げ
る
に
は
ど
の
く
ら
い
の
焼
き

加
減
が
え
え
の
か

と
い
う
判

断
、
そ
し
て
、

そ
の
焼
き
加

減
は
ど
ん
な
色
に
な
っ
た
時
な

の
か

と
い
う
判
断
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
は
長
年
の
経
験

と
勘
が
必
要
で
、
特
に

目

が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
温
度
計

や

加
熱
温
度
表

（
金
属
が

ど
の
温
度
で
ど
ん
な
色
に
な
る

か
を
表
に
し
た
も
の
）
も
も
ち

ろ
ん
使
い
ま
す
が
、最
後
は
体

の
感
覚
が
教
え
て
く
れ
る
（
宏

さ
ん
）
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
長
岡
鉄
工
は
図
面
を

も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
必

要
な
個
数
を
製
造
す
る

受
注

生
産

を
専も

っ

らぱ

に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
不
況

期
、
受
注
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の

で
し
ょ
う
。

（
つ
づ
く
）

説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
二

代
目
で
代
表
取
締
役
の
長
岡ひ

宏ろ
し

さ
ん

と
三
代
目
を
め
ざ
し

て

修
業
中

と
い
う
長
男
・

洋よ
う

平へ
い

さ
ん

。

二
人
に
よ
る
と
、
長
岡
鉄
工

の
主
業
務
は
金
属
加
工
。
色
々

な
機
械
（
プ
レ
ス
機
、
溶
接
機

な
ど
）
を
使
っ
て
金
属
（
鉄
、

ス
テ
ン
レ
ス
等
）
を
加
工
し
、

土
木
建
築
物
（
道
路
、
橋
な
ど
）

に
使
う
金
具
（
ア
イ
ボ
ル
ト
、

フ
ッ
ク
等
）を
造
り
出
し
ま
す
。

中
で
も
得
意
と
す
る
の
が
火ひ

造づ
く

り
（
熱ね

っ

間か
ん

）
加
工
。
炉
で
コ

ー
ク
ス
を
燃
や
し
、
そ
の
熱
で

金
属
を
熱
し
、
適
度
な
柔
ら
か

さ
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
曲
げ

を
施ほ

ど

すこ

の
で
す
。
今
で
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
加
工

法
だ
そ
う
で
す
が
、
確
か
に
、

仕
事
が
ら
区
内
隅す

み

々ず
み

ま
で
巡
る

記
者
も
こ
ん
な
炉
を
使
う
工
場

は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
い
わ
ば

自
然
の
火

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ベ
ン
ダ

ー
（
生
曲
げ
機
）
や
プ
レ
ス
な

て
嫌
で
も
目
に
入
る
の
が
、
炉ろ

の
火
。
赤
々
と
燃
え
て
い
る
の

は
コ
ー
ク
ス
。
炉
は
相
当
の
年ね

ん

季き

物も
の

の
よ
う
で
、
陶
芸
の
窯か

ま

を

思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
一
体
こ

こ
で
何
を
造
り
、
こ
の
火
は
ど

う
使
わ
れ
る
の
か

。

◆
金
属
を
熱
し
て
曲
げ
る

を
持
つ
工
場
が
多
い
こ
と
で
有

名
。
そ
の
一
つ
が

長
岡
鉄
工

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

工
場
の
前
ま
で
来
る
と
、
透

明
な
防
音
用
カ
ー
テ
ン
を
通
し

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
金

属
加
工
技
術
を
守
り
続
け
て
い

る
工
場
が
あ
る

読
者
か
ら

そ
ん
な
噂う

わ

をさ

聴
い
て
や
っ
て
来

ま
し
た
市
岡
元
町
。
中
小
企
業

の
町
・
港
区
で
も
、
特
に
こ
の

地
域
に
は
昔
か
ら
特
殊
な
技
術

特殊加工用ボルト
を炉で熱する長岡
宏さん。適度な焼
き加減を見極める
には経験と勘、特
に目が重要という

火
造
り
（
熱
間
）
加
工

火
造
り
（
熱
間
）
加
工

高速道路のガード
の部品。長岡鉄工
が造る金物の一例

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド

ガ
ー
ゴ
イ
ル

の
ア
ル

バ
ム

黒く
ろ

密み
っ

典て
ん

好
評

三
月

十
七
日
（
水
）
十
八
日
（
木
）

十
九
時
か
ら
御み

堂ど
う

会
館
で
ザ
・

ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ
と
し
て
出
演

（

六
三
五
七

四
四
〇
〇
サ

ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

三

月
二
十
日
（
土
）
十
八
時
半
か

ら
江
坂
ミ
ュ
ー
ズ
で
ガ
ー
ゴ
イ

ル
と
し
て
出
演
（

六
三
八
七

〇
二
〇
三
江
坂
ミ
ュ
ー
ズ
）。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

二
月
十
九
日
夜
に
築

港

あ
わ
や
食
堂

キ
ャ
ン
ド 桐田勝治さん

ル
ナ
イ
ト
に
出
演

写
真
。
恐

怖
ソ
ン
グ
や
愉
快
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
替
え
歌
を
披
露
。
笑
い
の
絶

え
な
い
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た

毎

月
第
一
・
三
木
曜
各
二
十
時
ザ

・
セ
ラ
ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二
一
二

六
四
三
七
）

毎
月
第
三
火
曜
二
十
時
か
つ
お

の
遊
び
場
（
中
央
区
宗
右
衛
門

町

〇
九
〇

五
八
八
二

七

〇
一
五
）

奇
数
月
第
三
日
曜

十
五
時
半
天
満
寅
蔵
（
北
区
池

田
町

六
三
五
二

一
〇
九

一
）

毎
月
第
二
火
曜
二
十
時

半
ロ
ー
ジ
ー
（
中
央
区
西
心
斎

橋

六
二
一
三

三
九
九
九
）。

●
市
岡
元
町
在
住
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

生
活

に
根
ざ
し
た
明
る
く
前
向
き
で

分
か
り
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

と
ト
マ
ト
パ
ス
タ

あ
な
た

ら
し
く
あ
た
ら
し
く

好
評
発

売
中

二
月
十
八
日
夜
、
谷
六

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

ペ
ー
ジ
ワ

ン

で

収
録
を
兼
ね
単
独

ラ
イ
ブ
。
ラ
ブ
ソ
ン
グ

恋
の

回
転
木
馬

や
現
実
へ
の

憤ふ
ん

が
隠
さ
れ
た

、
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
風
の
愉
快
な

ド
ラ
ゴ
ン
フ

ラ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
演
奏
し
た

写
真
。

＠

長
岡
鉄
工

代
表
取
締
役

長
岡
宏
さ

ん

（
市
岡
元
町
、

歳
）

港 新 聞技術・文化・音楽（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 月曜日技術・文化・音楽

南市岡3-6 -26田中機械内�

平日　午後5時～11時�
日祝　午後4時半～9時�
定休　水曜日�

至弁天町�
至
大
阪
港�

至
境
川�すし半�

赤バス南市岡3

ヘア�
サロン�

�
�

�
�

上上


